
　

前
回
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
改
定
を

検
討
す
る
理
由
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の

３
つ
と
な
り
ま
す
。

①
横
ば
い
傾
向
の
事
業
系
ご
み
処
理
量

②
事
業
系
ご
み
処
理
手
数
料
と
ご
み
処
理

原
価
と
の
開
き

③
近
隣
の
事
業
系
ご
み
処
理
手
数
料
と
の

均
衡

　

今
月
は
、
①
横
ば
い
傾
向
の
事
業
系
ご

み
処
理
量
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。（
②
・

③
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で
の
説
明
を

予
定
し
て
い
ま
す
）

減
ら
な
い
事
業
系
ご
み
処
理
量

　

図
①
に
示
す
と
お
り
、
家
庭
系
ご
み
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
事
業
系
ご
み

は
こ
こ
数
年
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
事
業
系
ご
み
に
つ
い
て
も
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
排
出
事
業
者
の
処
理
責
任
（
排

出
者
責
任
）
と
し
て
の
受
益
者
負
担
の
適

正
化
、
周
辺
自
治
体
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど

ど
の
観
点
か
ら
も
、
事
業
系
ご
み
の
処
理

手
数
料
見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

『
事
業
系
ご
み
処
理
手
数
料
』
と
は

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
ご
み
の
処
理
を

大
竹
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者

（
以
下
、
許
可
業
者
）
に
依
頼
し
て
い
る

場
合
は
、
契
約
金
額
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
10
㎏
当
た
り
１
０
０
円
の
処
理
料
金
部

分
と
な
り
ま
す
。
こ
の
処
理
料
金
は
、
許

可
業
者
を
通
じ
て
大
竹
市
に
支
払
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
直
接
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
ま
れ
る
場
合
は
、
窓
口
で
支
払
う

10
㎏
当
た
り
１
０
０
円
の
処
理
料
金
と
な

り
ま
す
。（
図
②
）

　

な
お
、
家
庭
系
ご
み
で
も
許
可
業
者
に

依
頼
し
て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
系

ご
み
処
理
手
数
料
の

改
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す

（
第
２
回
）

問
い
合
わ
せ

　

環
境
整
備
課
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
５
１
０
１

市
で
は
︑
令
和
７
年
４
月
か
ら
︑
事
業
系
ご
み

の
処
理
手
数
料
を
﹁
10
㎏
当
た
り
１
０
０
円
か

ら
10
㎏
当
た
り
１
５
０
円
﹂
に
改
定
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
︒

「ひろしま環境の日」一斉行動
毎月第１土曜日は「ひろしま環境の日」です。

環境整備課 ☎59-２１５４
家庭で、職場で、できることからはじめましょう。

1月のテーマ1月のテーマ
やってみよう
　エコな買い物！
～使い切れないものは買わず、
   　　　　　必要な分だけ購入～

マイナンバーカード
出張申請受け付け中
　あなたの地域・職場・学校・
施 設 な ど で の マ イ ナ ン バ ー
カード申請をお手伝いします

問い合わせ
　市民税務課　☎59-2143

　市内の企業や施設、学校、地
域の団体（自治会など）で５人
以上の希望者を募って申し込ん
でください。市職員が出張し、
マイナンバーカード申請のお手
伝いをします。申請したカード
は自宅に郵送します（注）。
　顔写真はその場で撮影します。
詳しくは、市ホームページをご
覧ください。

（注）マイナンバーカードを郵送
できるのは、市に住民登録があ
る方で申請会場に本人確認書類
などの必要書類を持参した方に
限りますのでご了承ください。

申し込み方法
　実施希望日のおおよそ１カ月
前までに市ホームページにある
申 込 書 を フ ァ ク ス（59-0002）
またはメールで市民税務課戸籍
住民係へ。

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

年度別ごみ収集量の推移

事業系ごみ（ｔ）
家庭系ごみ（ｔ）

家庭系ごみ
は減少

事業系ごみ
は横ばい

1,978 1,980 2,133 2,223 2,296 2,347 2,397 2,267 2,229

7,158
6,399 6,335 6,117 6,111 6,026 5,731 5,845 5,622

リサイクル
センター処理

依頼
持ち
込み

持ち込み

ご
み
排
出
事
業
者

許
可
業
者 ご

み
処
理
手
数
料

こ
こ
を

改
定
し
ま
す

図１

図２

市ホームページ・
マイナンバーカード
出張申請については
こちらから

　

近
年
、
日
本
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
や

再
資
源
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
ご
み
出
し
を
す
る
と
き
の
一
人
一
人

の
意
識
が
非
常
に
大
切
で
す
。
今
回
は
、

比
較
的
簡
単
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

水
切
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
生
ご
み
の
約
８
割
は
水
分
で
す
。
水
分

を
減
ら
す
こ
と
で
、
ご
み
減
量
化
に
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
水
切
り
を
す
る
メ
リ
ッ
ト

○

生
ご
み
が
乾
燥
し
、
腐
敗
が
進
み
に
く

く
な
り
、
嫌
な
臭
い
が
減
る

○

短
時
間
で
効
率
よ
く
ご
み
を
焼
却
で
き

る
た
め
、
焼
却
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
量
の
減
少
・
ご
み
処
理
費

の
軽
減
に
つ
な
が
る

●
水
切
り
の
方
法

　
水
切
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
３
つ

①
ご
み
を
水
に
濡
ら
さ
な
い

・ 

野
菜
は
洗
う
前
に
皮
を
む
く

・ 

皮
は
三
角
コ
ー
ナ
ー
な
ど
濡
れ
や
す
い

場
所
に
置
か
ず
、
そ
の
ま
ま
捨
て
る

・ 

シ
ン
ク
の
外
に
紙
袋
な
ど
を
置
い
て
、

紙
に
水
分
を
吸
わ
せ
て
か
ら
捨
て
る

②
乾
か
し
て
か
ら
捨
て
る

・ 

茶
が
ら
や
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
は
、
水
気
を

絞
り
、
乾
か
す

・ 

果
物
の
皮
な
ど
水
分
量
の
多
い
も
の

は
、
天
日
干
し
や
新
聞
紙
な
ど
で
十
分

乾
か
す

③
ご
み
出
し
前
に
も
う
ひ
と
絞
り

・ 

水
切
り
ネ
ッ
ト
に
入
れ
た
生
ご
み
を
直

接
絞
る
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
使
用

し
た
水
切
り
グ
ッ
ズ
を
、
家
庭
で
作
る

こ
と
も
で
き
ま
す
）

・ 

生
ご
み
に
直
接
触
れ
る
こ
と
に
抵
抗
が

あ
る
場
合
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

底
を
押
し
付
け
て
水
を
切
る

　
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
の
助
成
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　環境整備課リサイクルセンター　☎52-5101

生ごみの水切りで
ごみの減量化に取り組みましょう

66① ペットボトルの上部をハサミなど① ペットボトルの上部をハサミなど
で切断する。で切断する。

② 切断したペットボトルの切り口を② 切断したペットボトルの切り口を
テープなどで補修する。テープなどで補修する。

③ 切断したペットボトルの中に、生ごみの入った水③ 切断したペットボトルの中に、生ごみの入った水
切りネットを入れて、上に引っ張りぎゅっと絞る。切りネットを入れて、上に引っ張りぎゅっと絞る。

上に引っ張り上に引っ張り
ぎゅっと絞る！ぎゅっと絞る！

飲み口飲み口

切断した切断した
切り口切り口

便利なアイテムを使って便利なアイテムを使って
水切り水切り
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イ
ベ
ン
ト
紹
介

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

と
き
１
月
12
日
㈮
10
時
30
分
か
ら
▼
と
こ
ろ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け
３
▼
対
象
０
歳
か
ら

親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

と
き
１
月
12
日
㈮
11
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
お
お
た
け
１
▼
対
象
１
歳
か
ら

お
は
な
し
会

と
き
１
月
20
日
㈯
11
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
図
書
館

１
階
お
は
な
し
の
へ
や
▼
対
象
幼
児
・
小
学
生

※
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
・
延
期
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
当
日
来
館
し
て
く
だ
さ

い
。

お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
を
行
い
ま
す

　

１
月
30
日
㈫
か
ら
２
月
２
日
㈮
ま
で
、
蔵
書

点
検
を
行
う
た
め
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
１
月
31
日
㈬
は
月
末
整
理
日
で
す
）

展
示
コ
ー
ナ
ー

一
般
向
き 

ふ
る
さ
と
〜

児
童
向
き  

さ
む
く
な
い
も
ん

時
事
コ
ー
ナ
ー  

箱
根
駅
伝
２
０
２
４
第
１
０
０
回

大
会
記
念
企
画
〜
走
る
〜

市立図書館ホームページ

携帯アドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/mobile
問い合わせ FAX 52-8005☎52-5338

土金木水火月日

■白字は図書館の休館日です。○はおはなし会の日です。

1月（JAN）
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 25 26 27
28 29 30 31

「おおたけ手すき和紙一筆箋作り」多く
の方の参加ありがとうございました。

「図書のリサイクル市」の様子

小方小学校２年生が図書館探検に
来てくれました。

●掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

新 刊 案 内 ♠♦♣♥お と な 本
の♠♦♣♥こ ど も 本

の

「黒猫になった教授」

「子どもと一緒に見つける
　　　　空を見上げるさんぽ図鑑」

自然観察大学／監修
お散歩研究会「ぽかぽか」／監修

（永岡書店）

「大谷翔平語録」
斎藤　庸裕／著

（宝島社）

「世宗大王をさがせ
　　ハングルをつくった王さま」

キム　ジン／ぶん
チョン　ジユン／え

わたなべ　なおこ／やく
（TOY Publishing）

「絵で見て楽しい!
　　　　はじめての相撲」

西尾　克洋／著
錣山　瑛一／監修

（すばる舎）

A.B.コックス／著
森沢　くみ子／訳

（論創社）

　平安時代に生まれ、今も世界で
読みつがれる「源氏物語」を書い
た紫式部の、アニメ風カラーイラス
ト満載のビジュアル伝記。一目で
わかる人物ガイド、紫式部年表付
き。

こざき　ゆう／文
脚　次郎／絵

谷口　孝介／監修
（Gakken）

「紫式部」

　生物学者リッジリー教授が急
死。助手カントレルが黒猫に脳を
移植すると、猫は教授の口調で話
し始めた! 教授の遺言により、娘
マージョリーはカントレルと結婚
すれば多額の財産を相続できる。
しかし彼女には婚約者がいて…。

YouTube大竹市
図書館チャンネル

凍
結
の
目
安
は
マ
イ
ナ
ス
４
度

○

マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
（
風
当
た
り
の
強

い
と
こ
ろ
で
は
マ
イ
ナ
ス
１
度
程
度
）

凍
結
や
破
裂
が
多
い
場
所

○

水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ

○

屋
外
に
あ
る
蛇
口
や
給
湯
器

○

北
向
き
の
日
陰
や
風
当
た
り
の
強
い
場

所
に
あ
る
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

※
旅
行
で
長
期
間
留
守
の
場
合
や
所
有
す

る
家
屋
が
空
き
家
の
場
合
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
空
き
家
は
屋
内
で
凍
結
・

破
裂
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

凍
結
の
防
止
方
法

　

凍
結
を
防
止
す
る
方
法
に
は
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

○

保
温
材
の
取
り
付
け

　

保
温
材
の
取
り
付
け
は
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
で
も
有
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。

○

少
量
の
水
（
鉛
筆
の
芯
程
度
の
太
さ
）

を
出
し
て
お
く

○

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
保
温

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
布
な
ど
の
保
温
効

果
の
あ
る
も
の
を
入
れ
て
お
く
。（
保
温

材
は
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

に
入
れ
る
）

　
な
お
、検
針
に
支
障
の
な
い
よ
う
、メ
ー

タ
ー
部
分
は
隠
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○

水
道
管
の
水
を
抜
く

　

元
栓
（
止
水
栓
）
を
閉
め
て
か
ら
、
水

抜
き
栓
ま
た
は
散
水
栓
な
ど
の
低
い
位
置

に
あ
る
蛇
口
を
開
け
、
管
内
の
水
を
抜
く
。

再
度
元
栓
を
開
け
て
水
を
使
用
す
る
際

は
、
空
気
の
噴
出
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

凍
結
し
た
ら
ぬ
る
ま
湯
を

　

凍
結
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
の
布
を

か
ぶ
せ
て
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け

て
凍
結
部
分
を
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
絶
対
に
熱
湯
を
直
接
か
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。
蛇
口
や
水
道
管
が
破
裂
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

蛇
口
や
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、
緊
急
に
処
置
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
元
栓
（
止

水
栓
）
を
閉
め
、
水
を
止
め
て
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。（
有
料
）

元
栓
の
位
置
な
ど
の
確
認
を

○

元
栓
（
止
水
栓
）
の
位
置
の
確
認

　

元
栓
（
止
水
栓
）
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
ま
た
は
そ
の
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。・
元
栓
（
止
水
栓
）
で
水
が
止
ま

る
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

古
い
タ
イ
プ
の
元
栓
（
止
水
栓
）
は
、

パ
ッ
キ
ン
の
摩
耗
な
ど
に
よ
り
水
が
止
ま

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。（
有
料
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
お
お
た
け

暮
ら
し
の
便
利
帳
（
63
ペ
ー

ジ
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。休

日
水
道
修
理
店
は
、35
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市指定給水装置
工事事業者

寒～い夜にはご用心！

水道管の

凍結 破 裂
問い合わせ　上下水道局工務課　☎59-2192

市ホームページに
も掲載しています。
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